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研究成果の概要（和文）：実験1では、アントシアニン摂取、プラセボ摂取のいずれかを2時間前に摂取した上で、75%H
Rmaxの負荷での自転車エルゴメータを用いた運動を行い、運動中のKVA動体視力（前方から自分に向かって飛んでくる
指標見る能力）を計測したところ、プラセボ摂取条件下では運動に伴い動体視力が低下するのに対し、アントシアニン
摂取条件下では高いまま維持した。これを踏まえ実験2では、両条件下で同チームとのバスケットボールのゲームを行
った。その結果、心拍数が上昇する第4クウォーターのパフォーマンスにおいてアントシアニン摂取条件下ではプラセ
ボ摂取条件下よりもシュート成功率が高く、高いパフォーマンンスを発揮していた。

研究成果の概要（英文）：<Experiment 1> The purpose of this study was clarified that effect of intake 
anthocyanin on the kinetic visual acuity during exercise. The subjects were 8 healthy men. At first, they 
intake the anthocyanin or placebo, they started to exercise after two hours of intake it. The load of 
exercise was 75% HRmax by bicycle, and the exercise time was 15 minutes. We measured their kinetic visual 
acuity for every 5 minutes. The kinetic visual acuity in placebo intake condition was decreased during 
exercise, but that in anthocyanin condition was maintained the high level.
<Experiment 2> The purpose of this study was clarified that effect of intake anthocyanin on the 
basketball performance during the game. The subjects were 6 women basketball players. At first, they 
intake the anthocyanin or placebo, they started to basketball game after two hours of intake it. The shot 
success rate in anthocyanin intake condition was higher than that in placebo on the fourth quarter in the 
game.
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１．研究開始当初の背景 
(1) アントシアニンは眼にいいとよく言わ
れているが、その効果は動物実験などの結果
で報告されており、眼球奥にある網膜から視
神経を介し脳に運ばれる過程でロトプシン
の再合成を助ける働きがある。このロトプシ
ンの再合成は安静状態では通常運ばれる酸
素を使うことで再合成されていくが、眼精疲
労により衰えると言われている。 
 
(2) 一方、視力(静止視力)は運動により心拍
数が上昇することで低下することが報告さ
れている。よりスポーツパフォーマンスに関
係する動体視力も低下することが予想され
る。また実際にパフォーマンスを発揮した際、
例えば持久力を伴う球技、バスケットボール、
サッカー、ラグビー、テニスなどは心拍数の
上昇と共に動体視力が低下し、パフォーマン
スには悪影響を及ぼす可能性が考えられる。 
 
(3) 上記の問題が、アントシアニンの摂取に
より改善されるかという点に関しては明ら
かになっておらず、これが明らかになれば、
アスリートのパフォーマンス向上に活用で
きるものと考えた。 
 
２．研究の目的 
(1) 【実験Ⅰ】 
アントシアニンを摂取することにより運
動中の KVA 動体視力がどのような影響を及
ぼすか明らかにする。 
 
(2) 【実験Ⅱ】 
アントシアニンを摂取することによりバ
スケットボールゲーム中のパフォーマンス
に及ぼす影響を明らかにする。 
 
３．研究の方法 
(1) 【実験Ⅰ】 
 被検者は眼疾患のない健常な男子大学生 8
名であり、あらかじめインフォームドコンセ
ントを紙面にて得た。 
運動実施の 2時間前に、アントシアニンを
含むビルベリーエキス含有食品とプラセボ
のどちらかをダブルブラインド法を用いて 2
粒摂取し、自転車エルゴメータを用いた運動
を 15 分行った。運動負荷は先行研究になら
い、75%HRmax とし、運動前、運動 5分後、10
分後、15 分後(運動終了)に KVA 動体視力を測
定した。また回復過程の様子を見るために、
運動後 30 分の間 5 分ごとに同様な測定を行
った。 
日を変えて、アントシアニン摂取条件とプ
ラセボ摂取条件の2条件の上記実験を被検者
ごとランダムに行った。 
 
(2) 【実験Ⅱ】 
 被検者は眼疾患のない健常な女子大学バ
スケットボール選手 6名であり、あらかじめ
インフォームドコンセントを紙面にて得た。 

 大学バスケットボールのリーグ戦は、同チ
ームを 2試合ずつ行うことから、それぞれの
対戦時に、アントシアニン摂取条件、プラセ
ボ摂取条件の2条件を実験Ⅰと同様な方法で
摂取し、ゲームのパフォーマンスを分析した。
ゲーム分析は、バスケットボールの第 1クォ
ーターから第4クォーターそれぞれの中での
シュート成功率、パスミス率などを求めた。 
 
４．研究成果 
(1)【実験Ⅰ】 
 図１は、運動に伴う KVA 動体視力の変化を
アントシアニンを含むビルベリーエキス含
有食品、プラセボで比較したものである。プ
ラセボ条件下では。運動に伴い動体視力が低
下しているのに対し、アントシアニンを含む
ビルベリーエキス含有食品を摂取した群で
は動体視力が高いまま維持し、心拍数が高い
状態になっても動くものがよく見えている
ことが分かった。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
図１ 運動に伴う KVA 動体視力の変化 
 
 
(2) 【実験Ⅱ】 
 図２はバスケットボールのゲーム中にお
けるシュート成功率の変化を示している。プ
ラセボ摂取条件下では後半低下しているの
に対し、アントシアニンを含むビルベリーエ
キス含有食品の摂取時には高く維持されて
いることが分かった。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 図２ バスケットボールゲーム中の 
シュート成功率の変化 
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